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西
日
本
主
教
教
区

教
区
会
議

六
月
二
四
日

六
月
二
四
日
（
木
）
西
日
本
主
教
教
区
「
教
区
会
議
」
が

京
都
正
教
会
、
生
神
女
福
音
聖
堂
、
西
日
本
教
区
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

教
役
者
会
議

教
区
会
議
に
先
駆
け
て
同
日
午
前
教
役
者
会
議
、
正
午
～

会
計
監
査
が
行
わ
れ
た
。

教
役
者
会
議
で
は
、
過
年
度
の
反
省
と
報
告
。
二
一
年
新

年
度
の
教
区
活
動
計
画
案
、
各
教
会
の
活
動
計
画
案
、
情
報

交
換
も
あ
っ
た
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
六
月
一
一
日
に
会

計
資
料
や
活
動
報
告
等
を
各
教
会
代
議
員
へ
発
送
し
た
。
昨

年
同
様
、
事
前
に
資
料
内
容
の
把
握
、
返
信
ハ
ガ
キ
に
承
認

「
可
」
か
否
認
「
否
」
に
○
印
を
記
入
、
欠
席
者
に
は
委
任

状
を
お
願
い
す
る
会
議
形
式
を
採
用
し
た
。
す
で
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ウ
ェ
ブ
、Zo

o
m

会
議
が
数
回
開
催
さ

れ
、
ま
た
教
区
メ
ー
ル
に
お
い
て
情
報
交
換
、
意
思
の
疎
通

を
諮
っ
て
き
た
。

ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
祝
福
の
も
と
教
役
者
会
議
で
は
、

こ
れ
ら
す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
本
会
議
に
か
け
る
事
を
決
議
、

承
認
。
全
国
公
会
代
議
員
と
会
計
監
査
も
承
認
さ
れ
た
。

会
計
監
査

同
日
一
二
時
～
教
区
会
計
の
監
査
、
ア
ル
セ
ニ
イ
三
井
治

郎
兄
と
ペ
ト
ル
山
岡
照
明
兄
が
、
帳
簿
、
通
帳
、
繰
越
金
な

ど
の
ほ
か
決
算
書
と
予
算
案
に
も
誤
り
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

教
区
会
議

同
日
一
三
時
～
教
区
会
議
。
出
席
者
一
三
人
、
ほ
か
は
欠

席
委
任
状
と
な
っ
た
。
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
は
、
リ
モ
ー

ト
で
の
ご
出
席
と
な
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
画
像
か
ら
祝
福
、

ご
訓
示
を
お
話
し
さ
れ
た
。
副
議
長
：
グ
リ
ゴ
リ
イ
水
野
宏

師
、
書
記
：
ソ
ロ
モ
ン
川
島
大
伝
教
者
、
議
事
録
署
名
人
：

グ
リ
ゴ
リ
イ
伊
藤
慶
郎
師
・
パ
ウ
ェ
ル
小
池
慎
一
兄
。

訓
示
後
、
水
野
師
の
司
会
進
行
で
、
過
年
度
と
新
年
度
の

業
務
報
告
・
計
画
：
松
島
教
務
部
長
、
財
務
諮
問
委
員
会
：

松
島
師
、
諸
規
則
委
員
会
：
杉
村
師
、
宣
教
企
画
委
員
会
：

伊
藤
師
、
決
算
報
告
（
教
区
セ
ン
タ
ー
含
）
：
サ
ム
イ
ル
尾

又
慎
一
教
区
財
務
部
長
、
監
査
報
告
：
三
井
兄
と
山
岡
兄
、

予
算
案
説
明
・
承
認
、
教
区
分
担
金
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
よ
る
教
団
か
ら
交
付
さ
れ
る
災
害
交
付
金
の
各
教
会
へ
の

配
分
案
の
説
明
等
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

宣
教
活
動
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
を
鑑
み
な
が
ら
と
な

り
、
一
年
間
休
止
。
西
日
本
正
教
年
二
回
発
行
の
み
は
確
定

し
て
い
る
。
冬
季
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
企
画
案
を
検
討
中
。

先
に
提
案
さ
れ
て
い
た
主
教
会
議
へ
の
「
請
願
書
」
案
、

ニ
コ
ラ
イ
小
野
修
道
司
祭
の
日
本
正
教
会
へ
の
正
式
な
移
籍

・
受
け
容
れ
、
豊
橋
正
教
会
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
、
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。
教
区
会
議
後
、
直
ち
に
主
教
会
議
宛
、

請
願
書
が
送
付
さ
れ
た
。

最
後
に
七
月
全
国
公
会
代
議
員
が
選
任
さ
れ
、
一
五
時
会

議
終
了
、
ホ
ー
ル
と
聖
堂
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
た
。
ホ
ー

ル
で
の
記
念
写
真
で
は
、
ダ
ニ
イ
ル
座
下
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

画
像
を
通
し
て
の
記
念
撮
影
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
で
こ
の
よ
う
な
形
式
で
の
教

区
会
議
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
開
催
成
立
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
各
教
会
の
皆
様
、
会
場

の
京
都
正
教
会
の
皆
様
に
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（
及
川
記
）



全
国
公
会

開
催

七
月
一
〇
日
～
一
一
日

七
月
九
日
（
金
）
総
局
会
議

午
後
三
時
の
小
会
議
（
主
教
品
と
三
宗
務
局
長
）
の
あ
と
、

五
時
～
総
局
会
議
が
、
東
京
復
活
大
聖
堂
、
ニ
コ
ラ
イ
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
西
日
本
教
区
か
ら
は
松
島
雄
一
財

務
諮
問
委
員
長
（
大
阪
）
、
伊
藤
慶
郎
宣
教
企
画
委
員
長
（
名

古
屋
）
、
満
田
稔
総
局
役
員
（
豊
橋
）
と
及
川
局
長
が
出
席
。

公
会
前
の
準
備
は
じ
め
教
団
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

七
月
一
〇
日
（
土
）
第
一
日

東
京
ニ
コ
ラ
イ
会
館
に
お
い
て
、
一
三
時
半
開
会
祈
祷
、

ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
開
会
宣
言
に
よ
り
二
一
年
度
全
国

公
会
を
開
始
。
議
長
ダ
ニ
イ
ル
座
下
の
ご
指
名
に
よ
り
、
副

議
長
・
書
記
・
議
事
録
署
名
人
・
議
事
運
営
委
員
等
が
選
任

さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
副
議
長
の
司
会
の
も
と
、
ダ
ニ
イ
ル
座

下
の
訓
示
、
小
池
総
局
長
に
よ
る
教
団
活
動
報
告
、
財
務
諮

問
委
（
松
島
師
）
、
全
国
宣
教
企
画
委
（
伊
藤
師
）
、
諸
規

則
検
討
委
（
桝
田
尚
師
、
山
手
）
の
報
告
等
議
事
が
順
調
に

進
行
。
夕
方
六
時
か
ら
東
京
復
活
大
聖
堂
に
て
晩
祷
が
執
り

行
わ
れ
た
。

七
月
一
一
日
（
日
）
第
二
日

午
前
中
、
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教

座
下
、
三
局
長
ら
司
祭
の
陪
祷
す
る
主
日
聖
体
礼
儀
。
聖
使

徒
ペ
ト
ル
・
パ
ウ
ェ
ル
祭
を
併
祭
、
説
教
、
田
中
仁
一
神
父

様
、
領
聖
後
、
教
役
者
記
憶
リ
テ
ィ
ヤ
が
執
行
さ
れ
た
。

特
記
事
項
と
し
て
は
、
大
阪
正
教
会
の
輔
祭
松
田
光
剛
師

が
聖
体
礼
儀
、
小
聖
入
の
時
「
長
輔
祭
」
に
昇
叙
さ
れ
た
。

西
日
本
主
教
区
と
し
て
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
慶
事
で
あ
る
、

幾
歳
も
！

昼
食
後
、
公
会
第
二
日
目
日
程
案
に
沿
っ
て
議
事
再
開
、

過
年
度
決
算
報
告
（
小
島
財
務
部
長
）
・
監
査
報
告
、
予
算

案
上
程
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
。
会
計
監

査
の
選
任
な
ど
の
議
事
の
あ
と
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
の
閉
会

の
言
葉
、
閉
会
祈
祷
と
記
念
写
真
を
も
っ
て
公
会
を
終
え
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
交
付
金

第
二
日
小
島
財
務
部
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
本
年
度
は
全

国
教
会
へ
総
額
三
千
万
円
の
交
付
が
承
認
さ
れ
た
。
西
日
本

教
区
へ
は
五
六
七
万
九
六
○
○
円
支
給
予
定
、
教
団
財
務
の

準
備
の
で
き
次
第
各
教
区
へ
給
付
、
各
教
会
へ
の
配
分
方
法

な
ど
は
各
教
区
に
一
任
さ
れ
る
。
こ
の
交
付
金
は
、
聖
堂
で

の
祈
祷
が
減
少
す
る
な
ど
、
献
金
収
入
減
少
の
教
会
・
信
徒

を
ケ
ア
す
る
た
め
の
も
の
で
、
昨
年
度
に
続
き
二
回
目
と
な

る
。

自
給
神
品
服
務
規
定

教
団
よ
り
八
月
以
降
、
配
布
予
定
。
自
給
神
品
と
は
、
生

活
の
保
障
と
な
る
主
た
る
収
入
を
教
団
以
外
か
ら
得
て
い
る

司
祭
・
輔
祭
を
指
す
。
聖
職
者
年
金
、
聖
職
者
遺
族
年
金
に

つ
づ
き
、
教
団
に
よ
る
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
協
議
と

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
自
給
司
祭
に
は
教
団
か
ら
一
定

の
俸
給
、
自
給
輔
祭
に
は
教
会
あ
る
い
は
教
区
か
ら
手
当
や

交
通
費
等
の
支
給
が
明
示
さ
れ
た
。

遠
く
西
日
本
か
ら
出
席
さ
れ
た
皆
様
、
猛
暑
の
中
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



教
団
人
事

☆
横
浜
正
教
会

管
轄

主
任
司
祭

デ
ィ
ミ
ト
リ
イ

田
中

仁
一

師

（
小
田
原

兼
任
）

副
司
祭

ガ
ヴ
リ
イ
ル

田
中

和
幸

師

（
東
京

兼
任
）

☆
幾
歳
も
！昇

叙

長
輔
祭

ニ
コ
ラ
イ

松
田

光
剛
師

(

大
阪
教
会
）

（
及
川
記
）

永
遠
の
記
憶

長
司
祭
ワ
シ
リ
イ
加
藤
師
逝
く

六
月
二
五
日(

金)

午
後
六
時
、
休
職
し
て
お
ら
れ
た
神
僕
長
司
祭

ワ
シ
リ
イ
加
藤
國
枝
神
父
（
宮
城
県
仙
台
正
教
会
）
が
ご
病
気
で
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。
八
八
歳
で
し
た
。
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
司

祷
、
マ
ル
コ
小
池
師
ら
司
祭
三
人
の
陪
祷
、
二
九
日
通
夜
パ

ニ
ヒ
ダ
、
三
○
日
司
祭
埋
葬
式
が
、
仙
台
教
会
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
祷
者
は
約
四
○
人
。
ご
遺
族
の
御
意

向
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し
近
親
者
の
み
で
し
た
。
西
日

本
主
教
区
か
ら
弔
電
を
送
り
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
よ
り
永
遠
の

安
息
を
お
祈
り
し
ま
す
。

新
刊
書
の
ご
案
内

カ
リ
ス
ト
ス
・
ウ
ェ
ア
著

ゲ
オ
ル
ギ
イ
松
島
雄
一
訳

『
正
教
の
道
』新
教
出
版
社

二
三
〇
〇
円
（
税
別
）

本
書
は
一
九
七
九
年
（
一
九
九
五
年
改
訂
）
の
出
版
以
来
、

西
方
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
も
広
く
読
み
継
が
れ
て
き
た
著
者

の
代
表
作
で
す
。

正
教
の
基
本
的
な
教
え
と
生
き
方
を
「
教
理
書
」
や
キ
リ

ス
ト
教
倫
理
・
道
徳
と
し
て
教
え
を
垂
れ
る
「
説
教
集
」
の

体
裁
で
は
な
く
、
至
聖
三
者
の
神
へ
の
私
た
ち
の
憧
憬
、
渇

仰
、
希
望
、
愛
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
神
へ
の
道
を
、
時
に

詩
情
豊
か
に
、
時
に
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
つ
つ
、
温
か
い
眼

差
し
を
そ
そ
ぎ
な
が
ら
い
っ
し
ょ
に
歩
ん
で
く
れ
る
本
で
す
。

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
私
が
誰
か
を
愛
し
ま
た
憎
む
な
ら
、
…
そ
の
愛
や
憎
し

み
の
対
象
で
あ
る
彼
や
彼
女
を
、
愛
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
憎

ま
れ
る
べ
き
も
の
へ
実
際
に
変
え
て
い
る
。
…
愛
は
創
造
的

に
働
く
。
そ
し
て
憎
し
み
は
破
壊
的
に
。
こ
の
私
の
愛
に
関

し
て
そ
の
通
り
な
ら
、
ハ
リ
ス
ト
ス
の
愛
の
場
合
は
、
比
較

に
な
ら
な
い
ほ
ど
強
固
な
真
実
で
も
あ
る
。
…
主
の
十
字
架

上
で
の
受
難
す
る
愛
の
勝
利
は
、
…
模
範
で
は
な
い
。
そ
れ

以
上
の
も
の
で
あ
る
。
主
の
受
難
す
る
愛
は
私
の
上
に
創
造

的
に
働
く
」
。

「
ハ
リ
ス
ト
ス
主
は
、
主
な
し
に
は
全
く
不
可
能
で
あ
っ

た
何
か
を
私
た
ち
の
た
め
に
成
し
遂
げ
た
。
同
時
に
、
ハ
リ

ス
ト
ス
は
『
私
た
ち
の
代
わ
り
』
に
受
難
し
た
と
言
う
べ
き

で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
私
た
ち
の
た
め
に
』
受
難
し
た
と
言

う
べ
き
だ
ろ
う
。
神
の
子
は
『
死
に
至
る
ま
で
』
受
難
し
た
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
人
が
受
難
を
免
除
さ
れ
る
た
め
で
な
く
、

人
の
受
難
が
主
の
受
難
と
同
じ
も
の
に
な
る
た
め
だ
っ
た
。

ハ
リ
ス
ト
ス
は
人
に
受
難
を
回
避
す
る
道
で
な
く
、
受
難
を

通
っ
て
行
く
道
を
差
し
出
し
た
。
主
は
…
人
の
真
の
救
い
の

た
め
に
受
難
を
共
に
し
て
く
れ
る
」
。



あ
な
た
は
棺
（
ひ
つ
ぎ
）
に

何
を
入
れ
ま
す
か

長
司
祭

パ
ウ
ェ
ル

及
川

信

聖
使
徒
ペ
ト
ル
・パ
ウ
ェ
ル
の
致
命
（ち
め
い
）

神
の
国
へ
の
凱
旋

七
月
一
二
日
は
聖
使
徒
ペ
ト
ル
・
パ
ウ
ェ
ル
祭
。
い
ま
か

ら
約
二
千
年
の
昔
、
ロ
ー
マ
皇
帝
ネ
ロ
の
治
世
、
西
暦
六
○

年
か
ら
六
五
年
の
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
日
に
偉

大
な
使
徒
ふ
た
り
が
ロ
ー
マ
で
永
眠
し
ま
し
た
。

聖
使
徒
ペ
ト
ル
は
十
字
架
に
か
け
ら
れ
、
聖
使
徒
パ
ウ
ェ

ル
は
首
を
切
り
落
と
さ
れ
る
斬
首
刑
で
し
た
。
聖
使
徒
ペ
ト

ル
は
、
恩
主
イ
イ
ス
ス
と
同
じ
形
式
の
十
字
架
刑
を
う
け
る

こ
と
を
拒
否
し
、
自
ら
逆
さ
十
字
架
を
望
ん
だ
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

ふ
た
り
の
遺
体
は
、
ロ
ー
マ
郊
外
の
戦
士
の
谷
と
い
う
所

に
放
置
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
無
名
戦
士
の
墓
と
い
え
ば
聞
こ

え
は
い
い
の
で
す
が
、
実
際
は
、
住
所
不
定
無
職
の
浮
浪
者
、

身
元
引
受
人
の
い
な
い
戦
死
者
、
病
死
者
な
ど
を
す
て
る
場

所
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ふ
た
り
の
聖
人
の
死
は
、
後
世
に
美
化
さ
れ
る
よ
う
な
格

好
の
い
い
も
の
で
は
な
く
、
ふ
た
り
の
恩
師
、
救
い
主
イ
イ

ス
ス
の
受
難
と
十
字
架
の
死
と
同
じ
く
む
ご
い
も
の
で
、
そ

の
永
眠
は
信
徒
ら
の
涙
と
悲
し
み
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

聖
な
る
伝
承
に
よ
る
と
、
天
使
ら
が
バ
ラ
と
ゆ
り
の
花
を

携
え
て
、
ふ
た
り
の
聖
人
の
神
の
国
へ
の
凱
旋
を
出
迎
え
、

ペ
ト
ル
と
パ
ウ
ェ
ル
は
栄
冠
を
い
た
だ
き
、
白
い
輝
く
衣
服

を
身
に
ま
と
い
、
光
に
包
ま
れ
て
、
イ
イ
ス
ス
と
生
神
女
マ

リ
ア
の
前
に
向
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
描
写
は
、
聖
人
伝
の
掉
尾
を
飾
る
典

型
的
な
も
の
で
す
。
聖
人
は
そ
う
し
て
天
国
へ
凱
旋
す
る
、

だ
か
ら
聖
人
と
し
て
列
聖
さ
れ
た
の
だ
、
あ
た
り
ま
え
の
美

し
い
話
で
は
な
い
か
、
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
そ
う
い
う
表
面
的
な
理
解
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

聖
ペ
ト
ル
と
聖
パ
ウ
ェ
ル

あ
な
た
は
柩
に
何
を
入
れ
ま
す
か

あ
な
た
は
永
眠
さ
れ
た
人
に
何
を
贈
り
ま
す
か
。
あ
な
た

は
柩
に
何
を
入
れ
ま
す
か
。
天
使
ら
は
聖
使
徒
ペ
ト
ル
・
パ

ウ
ェ
ル
に
バ
ラ
と
ゆ
り
の
花
を
た
む
け
ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
は
亡
く
な
っ
た
人
に
、
何
を
た
む
け
る
の
で
し
ょ
う
。

多
く
の
場
合
、
埋
葬
式
や
パ
ニ
ヒ
ダ
は
、
永
眠
者
の
た
め

だ
け
の
祈
り
、
死
者
へ
の
鎮
魂
歌
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
ま
す
。

で
す
か
ら
柩
に
は
、
故
人
の
愛
用
し
た
日
用
品
、
衣
服
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
人
形
、
愛
読
し
た
本
、
パ
イ
プ
や
杖
な
ど
を

い
れ
ま
す
。

た
だ
そ
う
し
た
と
き
わ
た
し
は
、
神
父
と
し
て
、
故
人
の

愛
用
し
た
胸
か
け
十
字
架
や
聖
書
、
聖
像
（
イ
コ
ン
）
は
柩

に
入
れ
て
燃
や
さ
な
い
で
欲
し
い
と
、
遺
族
の
方
々
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
信
仰
を
だ
れ
か
に
受
け
継
い
で
欲
し
い
と
願
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

お
お
よ
そ
、
永
眠
者
、
死
者
は
、
す
で
に
神
の
手
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
、
神
の
懐
に
抱
き
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

祈
祷
文
で
祈
る
と
お
り
、

「
病
い
も
悲
し
み
も
嘆
き
も
な
い
、
穏
や
か
な
る
港
に
着
い

て
」安

ら
い
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
永
眠
者
記
憶
の
祈
り
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
生
き
て
い
る
わ
た
し
た
ち
が
、
永
眠
者
、
死
者
の
た

め
に
祈
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
生
き
の
こ
っ
て
い
る
、
わ
た
し
た

ち
に
こ
そ
、
埋
葬
式
や
パ
ニ
ヒ
ダ
、
墓
地
で
の
祈
り
が
必
要

な
の
だ
と
。

あ
な
た
は
神
に
何
を
祈
り
ま
す
か
。
永
眠
者
の
天
国
で
の

生
活
で
す
か
。
そ
の
人
が
地
獄
に
堕
ち
な
い
よ
う
に
で
す
か
。

あ
る
い
は
永
眠
者
が
こ
の
世
に
や
り
の
こ
し
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
自
分
が
成
り
代
わ
っ
て
や
っ
て
あ
げ
る
か
ら
、
と
祈
り

ま
す
か
。
そ
れ
と
も
も
っ
と
生
前
、
永
眠
者
、
あ
な
た
に
尽

く
し
て
あ
げ
れ
ば
良
か
っ
た
、
と
慚
愧
の
念
で
祈
る
の
で
し

ょ
う
か
。

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の
人
の
埋
葬
式
や
パ
ニ
ヒ
ダ
に
参
加

す
る
と
き
、
そ
の
人
の
生
の
一
部
に
か
か
わ
り
ま
す
。
神
の

講

話



与
え
た
も
う
た
、
生
命
の
重
み
、
人
生
す
な
わ
ち
神
の
時
に

も
か
か
わ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
人
の
生
の
一
部
、
生
命
の
重
み
、
神
の

時
に
か
か
わ
る
者
は
、
何
を
祈
る
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
な
た
が
埋
葬
式
や
パ
ニ
ヒ
ダ
な
ど
の
と
き
、
悲
し
み
と

嘆
き
に
満
ち
、
涙
を
も
っ
て
祈
り
の
場
に
来
る
の
は
、
そ
う

し
な
け
れ
ば
そ
の
場
に
合
わ
な
い
か
ら
と
い
う
、
単
純
な
理

由
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
神
女
就
寝

生
命
の
尊
厳
、
生
き
る
希
望
と
は

人
は
生
と
死
の
現
場
に
来
た
と
き
、
は
じ
め
て
人
間
の
生

命
の
尊
厳
に
ふ
れ
ま
す
。
生
命
と
人
生
の
重
さ
を
自
覚
し
、

そ
の
人
の
生
の
意
味
を
知
り
た
い
と
願
い
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
は
生
と
死
に
直
面
し
、
は
じ
め
て
神
の
存
在
を
知
る
と
い

っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

日
曜
日
の
聖
体
礼
儀
を
編
纂
し
た
聖
金
口
イ
オ
ア
ン
は
こ

う
語
っ
て
い
ま
す
。

「
悲
し
み
の
中
に
も
喜
び
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

…
…
自
分
の
苦
難
を
嘆
く
人
は
多
い
け
れ
ど
も
、
パ
ウ
ェ
ル

の
よ
う
に
他
人
の
苦
難
に
涙
し
た
者
は
い
な
い
。
罪
び
と
に

下
さ
れ
る
刑
罰
を
思
っ
て
泣
く
と
き
の
パ
ウ
ェ
ル
の
悲
し
み

が
い
か
に
大
き
か
っ
た
こ
と
か
。
そ
の
人
た
ち
が
救
わ
れ
る

た
め
な
ら
ば
、
自
分
は
天
国
か
ら
閉
め
だ
さ
れ
て
も
い
い
と

考
え
、
そ
の
人
た
ち
が
救
わ
れ
な
け
れ
ば
、
自
分
が
地
獄
に

堕
ち
る
よ
り
も
つ
ら
い
こ
と
だ
と
、
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
は
つ

ね
に
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」

こ
れ
は
聖
人
の
よ
う
な
立
派
な
人
の
い
う
こ
と
だ
か
ら
…

…
、
一
般
信
徒
の
わ
た
し
た
ち
に
あ
て
は
め
、
同
じ
よ
う
な

重
た
い
こ
と
を
い
わ
れ
て
も
困
り
ま
す
。

そ
う
い
い
た
い
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
こ
う
言
い
直
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
な
た
は
こ
の
あ
と
、
ど
う
生
き
ま
す
か
。
亡
く
な
っ
た

人
、
永
眠
者
が
悲
し
む
よ
う
な
人
生
、
生
き
方
を
し
て
は
い

ま
せ
ん
か
」
と
。

そ
う
で
す
。
亡
く
な
っ
た
人
、
永
眠
者
が
悲
し
み
涙
す
る

よ
う
な
人
生
、
生
き
方
を
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。

永
眠
者
が
救
わ
れ
、
生
き
て
祈
っ
て
い
る
わ
た
し
た
ち
も

神
の
救
い
の
船
に
乗
り
こ
め
る
よ
う
な
生
き
方
、
信
仰
生
活

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

埋
葬
式
や
パ
ニ
ヒ
ダ
に
参
加
す
る
人
が
悲
し
み
に
満
ち
た

優
し
い
気
持
ち
、
寛
容
な
心
に
あ
ふ
れ
る
の
は
、
救
い
主
イ

イ
ス
ス
や
聖
使
徒
、
聖
人
、
そ
し
て
数
多
く
の
先
輩
信
徒
ら

が
、
生
と
死
の
現
場
に
お
い
て
涙
を
流
し
、
信
じ
希
望
し
愛

す
る
大
切
さ
を
祈
っ
た
か
ら
で
す
。

生
と
死
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た
人
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の

別
の
側
面
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
生
き
て
い
る
自
分
自
身
の

新
た
な
生
き
方
、
生
活
を
問
い
直
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
日
常
生
活
の
中
で
、
カ
ー
と
す
ぐ
怒
っ
て
し
ま

う
人
は
そ
の
怒
り
を
遅
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
の
欠
点
や

短
所
に
目
が
い
っ
て
し
ま
い
、
声
を
荒
げ
て
怒
鳴
る
人
は
、

怒
鳴
る
前
に
静
か
な
場
所
で
深
呼
吸
を
し
祈
っ
て
か
ら
、
そ

の
言
動
が
神
の
前
に
正
し
い
か
ど
う
か
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
つ
い
つ
い
人
を
恨
ん
だ
り
、
憎
ん
で
し
ま
う
人
は
、
心

の
中
に
微
笑
み
を
浮
か
べ
、
少
し
だ
け
で
も
ゆ
る
す
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
と
神
に
祈
り
ま
し
ょ
う
。

希
望
は
絶
望
の
後
に
や
っ
て
く
る
。
困
っ
た
こ
と
に
、
苦

難
の
向
こ
う
岸
に
希
望
の
灯
が
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

明
る
く
元
気
な
人
に
希
望
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
生
き
る
目
標
と
い
う
も
の
で
す
。

希
望
は
絶
望
、
生
き
が
い
の
断
絶
の
後
に
発
見
し
、
獲
得

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

白
い
小
石

「
勝
利
を
得
る
者
に
は
隠
さ
れ
て
い
た
マ
ン
ナ
を
与
え
よ
う
。

ま
た
白
い
小
石
を
与
え
よ
う
。
そ
の
小
石
に
は
こ
れ
を
受
け



る
者
の
ほ
か
に
は
だ
れ
に
も
わ
か
ら
ぬ
、
新
し
い
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
」
（
黙
示
録
二
章
）

白
い
小
石
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
新
た
な
る
石
板
で
あ
り
、
そ
れ
も
一
人

一
人
に
与
え
ら
れ
る
そ
の
人
専
用
の
十
誡
（
小
さ
な
石
版
）

で
す
。

そ
の
白
い
小
石
に
、
神
と
そ
の
人
に
し
か
判
別
で
き
な
い

「
新
し
い
名
前
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
神
が
告
げ
て
い
ま
す
。

人
は
生
き
直
し
ま
す
。
復
生
の
人
生
を
歩
み
始
め
ま
す
。

過
去
の
上
に
踏
み
立
ち
、
神
と
共
に
歩
む
、
神
の
子
と
し

て
の
未
来
へ
の
人
生
で
す
。

絶
望
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
あ
が
い
て
い
る
ひ
と
に
、
神
が
、

白
い
小
石
と
共
に
新
た
な
名
前
、
希
望
を
与
え
ま
す
。
そ
の

小
石
を
握
り
し
め
、
わ
た
し
た
ち
は
新
た
な
一
歩
を
刻
む
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

死
ぬ
よ
り
も
辛
（
つ
ら
）
い
生
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
わ
た
し
た
ち
は
生
き
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

死
ぬ
よ
り
も
心
の
痛
む
、
生
活
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
わ
た
し
た
ち
は
日
常
生
活
を
営
ま
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

死
ぬ
よ
り
も
残
酷
な
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る
絶
望
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
わ
た
し
た
ち
は
、
今
日
も
明
日
も
、
生
き
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
も
あ
な
た
も
、
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
永
眠
者
と
、

同
じ
神
の
時
を
共
有
し
、
生
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

永
眠
者
へ
の
祈
り
は
、
生
き
て
い
る
者
に
は
な
お
さ
ら
必

要
で
す
。

願
わ
く
は
、
祈
り
を
深
め
、
勇
気
と
希
望
を
も
っ
て
生
き

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

わ
た
し
た
ち
は
、
永
眠
、
死
へ
の
涙
を
の
り
こ
え
、
生
の

重
み
、
神
の
愛
の
親
し
さ
の
ゆ
え
に
悲
し
み
と
喜
び
と
を
も

っ
て
祈
り
ま
し
ょ
う
。

信
仰
者
に
と
っ
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
神
へ
の
祈
り

の
中
、
人
生
を
歩
む
こ
と
で
す
。
人
は
光
を
信
じ
、
希
望
を

持
ち
、
愛
し
愛
さ
れ
て
生
き
て
い
き
ま
す
。

祈
り
は
、
神
と
人
、
人
と
人
の
、
霊
（
た
ま
し
い
）
と
心

を
結
び
つ
け
強
め
ま
す
。

人
生
、
良
い
と
き
も
悪
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

祈
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
で
も
生
き
て
「
生
命
を
全
う

す
る
と
い
う
こ
と
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
た
ち
が
柩
に
入
れ
る
も
の
、
永
眠
者
と
共
に
入
れ

る
も
の
、
そ
れ
は
新
し
い
名
を
刻
ん
だ
白
い
小
石
、
復
活
を

に
ぎ
り
し
め
抱
き
し
め
て
い
る
、
わ
た
し
た
ち
自
身
で
す
。

教
区
の
活
動

奉
神
礼
基
礎
講
座
オ
ン
ラ
イ
ン
化

ビ
デ
オ
講
座
とZ

o
o
m

実
習

二
〇
一
七
年
か
ら
大
阪
教
会
を
会
場
に
実
施
さ
れ
て
き
た

「
奉
神
礼
基
礎
講
座
」
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る
の
が
難
し

い
た
め
に
、
本
年
三
月
の
第
六
回
か
らY

o
u
Tu
b
e

に
ビ
デ
オ

『
奉
神
礼
基
礎
講
座-

実
習
編
』
を
配
信
し
、Z

o
om

の
リ
モ

ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
質
問
と
実
習
の
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
補
足
す
る
形
で
、
昨
年
八
月
か
ら
マ
リ
ア
松
島
姉

に
よ
る
『
正
教
聖
歌
の
伝
統
』
が
配
信
さ
れ
て
お
り
、
「
奉

神
礼
基
礎
講
座
」
が
実
践
的
な
ワ
ザ
に
重
点
を
お
く
の
に
対

し
、
聖
歌
の
歴
史
的
背
景
や
正
教
の
考
え
方
を
解
説
す
る
シ

リ
ー
ズ
「
正
教
聖
歌
の
伝
統
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
今
配

信
さ
れ
て
い
る
ビ
デ
オ
講
座
は
下
記
の
通
り
で
す
。

奉
神
礼
基
礎
講
座

第
六
回

棒
読
み
の
す
す
め
―

歌
え
な
け
れ
ば
読
め
ば

い
い第

七
回

八
調
入
門
―
パ
ス
ハ
の
イ
ル
モ
ス
を
簡
単
に
、

「
神
の
使
い
」

第
八
回

八
調
入
門
二
―
イ
ル
モ
ス
一
調

「
生
神
女
就

寝
祭
」

（
過
去
の
奉
神
礼
基
礎
講
座
の
録
画
（
第
四
回
と
第
五
回
）

も
見
ら
れ
ま
す
。
）



正
教
聖
歌
の
伝
統

第
一
回

昔
っ
て
ど
れ
く
ら
い
昔
？

第
二
回

使
徒
た
ち
の
時
代

第
三
回

時
の
祈
り

…
時
の
成
聖
、
「
聖
に
し
て
福
た

る
」第

四
回

「
大
詠
頌
―
教
義
を
歌
う
、
聖
書
を
歌
う
」
西

方
の
「
グ
ロ
リ
ア
」
と
比
較

番
外
編

大
斎
―
ア
ン
ド
レ
イ
の
大
カ
ノ
ン

第
五
回

正
教
の
音
楽
作
り
、
こ
と
ば
を
歌
う
二
、

八

調
の
仕
組
み

（
製
作
準
備
の
関
係
で
番
号
が
順
不
同
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）

公
開
番
組
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
西
日
本
主
教
教
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p:
/
/
ww
w
.
or
t
h
od
o
x
-j
p
.
co
m
/
we
s
t
ja
p
a
n/

Z
o
o
m

に
よ
る
質
問
と
実
習
の
会
は
毎
月
第
二
土
曜
日
の

一
五
時
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
教
区
ま
た
は
大
阪
教
会
ま
でe

m
ai
l

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
前
に
招
待
メ
ー
ル
と
資
料
を
送
り

ま
す
。

(

松
島
記
）

豊
橋
正
教
会

聖
堂
修
復
工
事

検
査
工
事
は
じ
ま
る

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
豊
橋
聖
使
徒
福
音

者
マ
ト
フ
ェ
イ
聖
堂
（
愛
知
県
豊
橋
市
）
の
修
復
工
事
が
始

ま
っ
た
。
二
一
年
初
年
度
は
、
検
査
工
事
。
聖
堂
外
周
に
足

場
が
組
ま
れ
、
防
護
ネ
ッ
ト
、
大
屋
根
（
天
蓋
）
を
設
置
、

工
事
用
テ
ン
ト
に
す
っ
ぽ
り
覆
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に
聖
堂

内
部
に
も
足
場
が
組
ま
れ
、
聖
所
に
は
祈
祷
す
る
ス
ペ
ー
ス

の
み
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

視
認
さ
れ
て
い
る
工
事
箇
所
、
聖
堂
外
周
・
屋
根
・
軒
下
・

内
壁
な
ど
の
ほ
か
、
今
回
は
、
内
部
調
査
用
の
内
視
ス
コ
ー

プ
で
は
確
認
困
難
な
聖
堂
内
部
が
対
象
。
た
と
え
ば
天
井
裏
、

壁
の
内
側
、
床
下
、
基
礎
部
分
な
ど
で
あ
る
。

過
去
二
度
に
わ
た
る
大
地
震
は
じ
め
台
風
、
暴
風
な
ど
を
経

験
し
て
き
た
豊
橋
聖
堂
は
、
お
お
む
ね
堅
牢
で
あ
り
、
基
礎

部
分
な
ど
に
大
き
な
ゆ
が
み
な
ど
の
支
障
の
な
い
こ
と
が
実

証
さ
れ
た
。
ひ
と
安
心
で
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
聖
堂
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
聖
像

（
イ
コ
ン
）
修
理
、
安
全
性
を
確
保
し
て
の
電
気
配
線
、
玄

関
・
啓
蒙
所
の
照
明
設
置
、
二
年
後
の
聖
堂
修
復
成
聖
式
と

記
念
行
事
開
催
、
そ
れ
ら
に
伴
う
、
よ
り
多
く
の
信
徒
の
協

力
と
参
加
促
進
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

祈
祷
、
集
会
に
つ
い
て

日
常
の
活
動
は
、
満
田
稔
執
事
長
を
中
心
に
執
事
の
皆
様
、

婦
人
会
の
皆
様
が
、
協
議
し
つ
つ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
い

つ
訪
れ
て
も
き
れ
い
に
整
頓
、
清
掃
が
行
き
届
い
て
い
る
。

牧
会
・
奉
神
礼
等
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ゴ
リ
イ
伊
藤
慶
郎

神
父
（
名
古
屋
）
と
京
都
の
及
川
神
父
が
、
豊
橋
の
皆
様
と

共
に
、
話
し
合
い
な
が
ら
実
践
し
て
い
る
。
パ
ニ
ヒ
ダ
、
永

眠
者
と
そ
の
ご
家
族
へ
の
対
応
な
ど
も
、
ふ
た
り
の
司
祭
が

協
議
し
、
懇
切
な
対
応
を
め
ざ
し
て
い
る
。
豊
橋
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

(

及
川
記
）

建設中の豊橋教会



コ
ロ
ナ
禍
で
の
復
活
祭

豊
橋
教
会

五
月
九
日
（
日
）
復
活
大
祭

聖
体
礼
儀
。

好
天
ゆ
え
十

字
行
を
お
こ
な
い
南
の
ゲ
ー
ト
前
で
祈
祷
、
復
活
の
讃
歌
を

歌
い
な
が
ら
入
堂
、
聖
所
が
足
場
と
シ
ー
ト
に
さ
え
ぎ
ら
れ

て
い
た
が
、
狭
い
な
が
ら
も
心
を
こ
め
祈
っ
た
。
婦
人
会
の

皆
様
の
染
め
た
赤
卵
が
皆
に
贈
ら
れ
た
。
参
祷
者
二
五
人
。

名
古
屋
・
半
田
教
会

名
古
屋
教
会
で
は
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
に
、

夜
間
の
祈
祷
を
断
念
し
、
日
曜
日
午
前
中
か
ら
聖
体
礼
儀
の

み
を
行
い
ま
し
た
。
参
祷
者
は
例
年
の
半
分
ほ
ど
の
八
〇
名

程
度
で
し
た
。
と
は
い
え
昨
年
は
緊
急
事
態
宣
言
の
も
と
祈

祷
は
非
公
開
で
し
た
の
で
、
今
年
は
祈
祷
が
で
き
た
こ
と
だ

け
で
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

半
田
教
会
で
は
五
月
九
日
に
復
活
大
祭
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
夜
半
課
、
十
字
行
、
早
課
を
省
略
し
、
聖
体

礼
儀
の
み
を
行
い
ま
し
た
。
恒
例
の
祝
賀
会
も
中
止
で
、
祈

祷
後
す
ぐ
の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
教
会

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
夜
中
の
参
祷
は
自
力
で
往
復
で
き
る

方
の
み
と
し
、
昼
間
と
の
分
散
を
し
た
。
五
月
二
日
（
日
）

深
夜
○
時
～
十
字
行
、
夜
中
の
為
ご
近
所
に
配
慮
し
て
堂
内

を
廻
り
、
早
課
・
大
祭
聖
体
礼
儀
、
福
音
は
五
か
国
語
、
ソ

ロ
モ
ン
川
島
伝
教
者
の
リ
ー
ド
で
心
を
一
つ
に
聖
歌
を
歌
っ

た
。
参
祷
者
四
三
人
。
赤
玉
子
、
ク
リ
ー
チ
が
き
れ
い
に
飾

ら
れ
た
。

同
日
お
昼
一
二
時
～
、
雨
の
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
の
天
候

の
た
め
、
十
字
行
を
中
止
。
堂
内
を
廻
っ
て
か
ら
大
祭
主
日

晩
課
。
キ
リ
ィ
ル
佐
藤
道
雄
先
生
の
も
と
綺
麗
に
聖
歌
が
歌

わ
れ
た
。
参
祷
者
三
四
人
。



大
阪
教
会

四
月
二
五
日
に
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
発
出
を
受
け

て
、
奉
神
礼
は
す
べ
て
非
公
開
と
し
、
復
活
祭
は
五
月
一
日

（
土
）
夜
か
ら
二
日
深
夜
に
か
け
て
、
神
品
・
堂
役
者
、
奉

神
礼
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
ス
タ
ッ
フ
の
み
の
七
名
で
夜
半
課
、

十
字
行
、
早
課
（
短
縮
し
て
）
、
聖
体
礼
儀
と
続
け
て
祈
り

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
非
公
開
を
知
ら
せ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
不
特
定
多
数
の
人
々
が
殺
到
す
る
こ
と
を
危
惧
し

門
扉
閉
鎖
と
い
う
厳
し
い
対
応
を
致
し
ま
し
た
。
一
方
オ
ン

ラ
イ
ン
中
継
の
視
聴
回
数
は
約
千
回
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
ど

れ
だ
け
多
く
の
信
徒
が
復
活
祭
の
喜
び
を
共
に
聖
堂
で
分
か

ち
合
い
た
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
、
盛

大
に
聖
堂
で
お
祝
い
で
き
る
よ
う
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
収

束
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
広
島
で
の
復
活
祭
集
会
も
昨
年
に
引
き
続
き
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

神
戸
教
会

神
戸
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
伴
い
今
年
も
日
曜
日
（
二
日
）
朝
一
〇
時
か
ら
十
字
行

（
境
内
一
周
）
・
復
活

祭
の
お
祝
い
を
致
し

ま
し
た
。
感
染
拡
大
防

止
の
為
、
祝
賀
会
も
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
復
活
祭
が
お
祝
い

で
き
た
こ
と
は
ま
こ

と
に
感
謝
で
す
。
一
日

も
早
い
コ
ロ
ナ
終
息

を
お
祈
り
し
ま
す
。

徳
島
教
会

五
月
二
日
、
通
常
で
あ
れ
ば
夜
中
か
ら
始
ま
る
復
活
大
祭

も
、
罪
生
・
小
川
の
体
調
を
考
え
、
今
年
も
午
前
一
〇
時
半

か
ら
聖
体
礼
儀
を
開
始
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
少
人
数
の
復
活
大
祭
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
ロ
シ

ア
人
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
な
ど
外
国
人
信
徒
の
訪
問
も
あ
り
、

多
く
の
参
祷
者
を
迎
え
て
の
お
祈
り
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
病
が
早
く
収
ま
る
こ
と
を
願
い
、

来
年
も
信
徒
の
皆
様
と
祝
い
の
祝
い
、
祭
り
の
祭
り
で
あ
る

主
の
復
活
大
祭
を
迎
え
た
く
思
い
ま
す
。

九
州
管
区

今
年
の
復
活
大
祭
当
日
の
五
月
二
日
は
福
岡
伝
道
所
で
奉

事
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
福
岡
県
全
域

に
「
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
要
請
」
が
発
出
さ
れ
た
た
め
翌

月
に
延
期
。
ま
た
熊
本
県
で
は
、
感
染
者
が
熊
本
市
内
に
集

中
し
て
い
た
た
め
、
熊
本
教
会
で
の
奉
事
日
程
は
変
更
し
な

い
も
の
の
、
参
祷
者
を
所
属
信
徒
と
そ
の
家
族
に
限
定
し
て

執
り
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

五
月
二
日
は
人
吉
教
会
で
急
遽
復
活
祭
の
奉
事
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
急
な
変
更
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
一

人
も
の
参
祷
者
が
あ
り
、
盛
大
に
主
の
復
活
を
祝
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

熊
本
教
会
は
五
月
九
日
（
参
祷
六
人
）
、
鹿
児
島
教
会
は

二
三
日
（
参
祷
一
一
人
）
、
福
岡
伝
道
所
は
六
月
六
日
（
参

祷
七
人
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
復
活
祭
を
行
い
ま
し
た
。
参
祷
者

数
と
し
て
は
少
し
寂
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
第
四
波
だ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
祈
祷
を
執

行
で
き
た
だ
け
幸
い
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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